
 

医学部 医学科（化 学） 問題解説 

 

□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

 

〔Ⅰ〕 中和滴定中に変化する溶液の pH に関する理解を問う問題である。中和滴定中に、

溶液内の化合物の組成がどのように変化していくのか、それに伴い、水素イオン濃

度がどのように変化していくのかを、近似を用いて理解することが問われている。 
 

〔Ⅱ〕 アミノ酸、芳香族化合物の性質と反応に関する理解を問う問題である。芳香族アミ

ノ酸が加水分解される反応において、化学反応の選択性と反応速度について問われ

ている。 
 

〔Ⅲ〕 （１） 
（ア）教科書に記載されている熱測定の実験を理解し、実験結果からエンタル

ピーを求める実践力を問う問題である。 
（イ）生成反応等を理解し、熱化学方程式を組み立てられる。また、ヘスの法

則を活用できる能力を問う問題である。 
（ウ）エンタルピーの大小関係（符号）を正しく理解しているかを問う問題で

ある。 
（２）初めて目にする概念を説明文から正しく理解し、蒸気圧降下の現象を正しく

理解しているかを問う問題である。 
（３）溶液中の分子の状態を正しくイメージできているかを問う問題である。 
（４） 

（ア）質量モル濃度の基本概念を問う問題である。 
（イ）総合的に式を理解し、それを活用できる能力を問う問題である。 

 
 

 

□■ 受験生へのメッセージ 

 

［Ⅰ］［Ⅱ］［Ⅲ］いずれの問題においても、計算過程を記述する能力、および論述する能力

を求めています。自らの考えをまとめ、適切な用語や構造式、化学反応式等を用いて解答する

練習をしてください。まず教科書にある基礎的な概念を充分に理解しましょう。本学の入試問

題では、教科書に書かれていない概念や知識を、説明なしに出題することはありません。実験

操作に関しては、その操作の化学的な意味や反応、化学物質の性質との関連を把握しておきま

しょう。 

答案は、採点者へのプレゼンテーションでもあります。小さい字、薄い字、崩し書き、判別

不能な数字、自己流の構造式では、採点者に正しく意味が伝わりません。日頃から、正しい構

造式や分子式を書くように意識しましょう。 

 

 

  


